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平成9年度予算

　
　
　
－
一

　
　
　
盈

　
　
　
め

　
　
　
た

　
　
　
の

　
　
　
⇔

　
　
　
ち

　
　
　
ま

いか

35億2，800万円一般会計予算
（単位：億円）

　
三
月
の
第
一
回
定
例
議
会
で
、
平
成
九
年
度
の
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
一
一
一
十
五
億
＝
干
八
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
一
億
五
百
万
円
、
一
二
・
一

％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
万
分
権
へ
の
潮
流
の
中
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
、
「
パ

ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
」
へ
と
、
創
意
と
工
夫
を
加
え
、
豊
か

さ
と
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

一般会計歳入・歳出内訳

國團
□平成9年度

Eコ平成8年度

そ
　
の
　
他

議
　
会
　
費

公
　
債
　
費

消
　
防
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

民
生
費

総
　
務
　
費

そ
　
の
　
他

自
動
車
取
得

税
交
付
金

地
方
譲
与
税

国
・
県
支
出
金

線
　
入
　
金

町
　
　
　
債

地
方
交
付
税

町
　
　
　
税

20

15

●
伯

5

0

本
年
度
の
主
な
新
規
事
業

　
本
年
度
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
診
断
の
結
果
、
老
朽
化
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
役
場
庁
舎
建
設
事
業
の
着

工
、
当
面
す
る
重
要
な
課
題
と
事
業
効

果
の
大
き
い
も
の
を
優
先
し
、
防
災
対

策
に
も
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

o
庁
舎
建
設
事
業
（
二
ヶ
年
継
続
）

　
％
業
0
事
L

助補県

o
子
育
て
支
援
事
業

・
侃
脊
所
延
馨
事
業

○
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業

o
虫
子
校
グ
ラ
ン
劃
業

　
モ
　
　
ヒ

じ

○
北
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
設
計

委
託
事
業

（2）

消

／建設的ゑ

　事費
町単独事業

16，8％

人

職員給

　19．7％

f残

資　
　
設

投　
　
建

費
金
費
％

業
　
　
　
4

事旧
立
備
0

復害災
積
予

譲
難

灘

　
　
　
・
、
撚

　
　
　
、
繋
議
、

　
獲
鍵

扶助費　＼

　　9．2％

’性質別

物件費

　15．5％

費
　
的

℃

補騨、％鈴

費

経



鞍
攣馨興

獄
　
　
漁

　
響

驚　　　　　　　　　　＄　　　　　　　　講　　　　　　菰　　　　　競　　　輿萎の臨
鞭

ノ欝
　繍〆

ド勘

躍『

　　　　　　　　　　（単位：千円）

社会体育一……………9一……24，106

0社会体育振興事業……………12，326

0運動公園整備事業……………2，600
0体育館施設整備事業…………2，895
0社会体育指導者育成事業……1，125

0体育協会の充実………………5，160

コミュニティづくり事業…………600

活力にあふれ躍動する

　　　　　自立経済都市

農林業の振興・………………・・199，449

0生活環境整備事業…………132，005
0生産基盤整備事業……………41，620

0農業経営の安定確立及び健康推進
　事業・………………・・…………21，310

0林業整備事業…………・……・・4，514

商工業の育成……………・…・…・8，979

観光振興推進事業…………・……・・729

テクノグリーン構想の推進…………79

町民の夢を大切にし実現する

　　　　　　　未来都市

339，555

蝿：lllθ
　　　　297

・12，050

　　　　248

・14，993

・10，126

　　3，165

　　　　602

　　　　700

　　　　400

行政運営・…

○電算事務運営事業………

○役場庁舎建設事業……・

○統計思想普及事業・……

○区運営事業・…

○常設広報揚示板設置事業

住民参加・……・

○広報の発行・……

○議会だよりの発行・・……

○人材育成事業……

○青少年健全育成事業……

○国際交流事業………

○地域福祉基金活動事業…………998
0保育事業………一……・・…121，359

0子育て支援事業・…一…・……17，423

0ホームヘルパー派遣事業……1，863
0ねたきり老人等ショートステイ事業

　　　　　　　　　　　　　　2，033
0金婚式招待事業……………・…・・528

0ひとり親家庭医療対策事業……218
0乳幼児医療対策事業…………7，116
社会保険の充実・………………・り90，380

0国民健康保険の充実…………34，809

0老人医療の充実・・………一…55，571

保健・医療一…………一・……26，015

0疾病予防・健康づくり推進事業
　　　　　　　　　　　　　・16，642

0基本健康診査事業……………4，201
0健康診断助成事業……………1，300
0機能訓練事業…・………・……・1，024

0高血圧と心疾患予防対策事業…668

町民の暮らしを支える

　　　　　生活利便都市

200，920

・96，020

104，900

　　7，131

　　1，589

　　5．542

道路・橋りょう…・…

○生活道路整備事業・…

○幹線道路整備事業……

市街地整備……
○土地区画整理事業……

○熊谷南部地域開発事業

生活にゆとりとうるおいのある

　　　　　快適環境都市

2，180

5．112

・し尿処理…197，422

　　　　　　…78，793　0基本健康診査

　　　　　　・982，134　0健康診断助成

費負担金………17，517　0機能訓練事業

　　　　　　・18，169　0高血圧と心疾

策事業……………500

購入費助成事業…309　0母子保健事業
　　　　　　・・13，287　同和対策事業…

ふるさとの文化を大切にする

　　　　　生涯学習都市

社会教育・………………・・……129，545

0総合文化会館運営事業……107，484
0図書館運営事業・・…………・…13，745

0公民館事業……・…………・・…2，549

0生涯学習推進事業……………4，987
0子供会育成事業………・………・・780

幼稚園……………・…9………●…82，154

0幼児教育事業………一・……80，375

0幼稚園就園奨励事業…………1，779
文化…・…………一・…………41，134

0町史編さん事業………………24，104

0文化財発掘調査事業…………14，701

0平山家住宅屋根葺替及び修繕事業

　　　　　　　　　　　　　　2，079
0民俗文化財後継者育成補助金…250
学校教育…・……………・……・…79，370

0小学校施設整備事業…………8，050
0中学校施設整備事業…………52，550

0パソコン導入事業……………10，663

0中学生海外派遣事業…………4，300
0中学校外国人講師事業………3，807

環境衛生・ゴミ・し尿処理…197，422
0ごみ処理事業……………一・・78，793

0し尿処理事業…………一…・・82，134

0葬斎施設運営費負担金………17，517
0塵芥収集事業・………………・・18，169

0廃棄物減量対策事業……………500
0あき缶処理器購入費助成事業…309
公園・緑地・………………・……・13ラ287

0まち・づくり整備事業…………3，406

0公園整備事業一……………・・9，472

0ふるさと歩道管理委託…………409
交通安全施設整備事業…………4，179

防災・防犯…一…………・・…208，355

0防災行政無線維持管理事業…4，683
0消防施設整備事業……………9，730
0防災整備事業………・………・D3，104

0常備消防事業・………一…・190，838

公害対策………・………・……一3，441

安心していきいきと暮らす

　　　　　　　健康都市

福　祉…一…………・……・…432，067
0児童措置事業・………………・・13，110

0老人保護措置事業…………177，475
0身体障害者福祉事業…………32，084

0社会福祉協議会の充実………11，198

0高齢者対策事業………………22，182

0在宅重度心身障害者手当支給事業

　　　　　　　　　　　　　　8，850
0ねたきり老人手当等支給事業9，960
0ねたきり老人等入浴サービス事業

　　　　　　　　　　　　　　　5ラ670

　（3）



特別会計
　（各グラフの単位は：千円）

前年と比較した特別会計のうこき

住宅

集排

国保

老保

水道

□平成8年度

匿ヨ平成9年度

o
名

　
　
計

　
　
△
互

2 4 6　　　　8
（単位：億円〉

安心して生き生き暮らす健康な町づくり 国民健康保険

離雛難唾型
営を図るために、疾病予　　　国民健康
防に重点を置き、国保の　　　　　　保険税
疾病分類や医療費動向を　　　　〔234・581）

生かした健康づくり事業

を保健センターと連携し

て実施するほか、人間ド　　　国・県支出金
ック受診費補助事業など　　　（167，797）

によって、安心して生き

生きと暮らす健康な町づ

くり実現のために、歳入

歳出それぞれ5億1，483万

円（前年より2，275万3千

円減）の予算を計上いた
しました。

療養給付費

　交付金
（40，943）

繰入金（34，810）

その他（36，699）

保険給付金
〔347，743）

老人保健

　拠出金
〔119，980）

総務費（28，574）

その他（18，533）

● 高齢者の健康保持と増進 老人保健

℃

貸付金の償還に向けて 住宅資金貸付

　老人保健特別会計に

ついては、人生80年時

代を迎え老人が健康で

生きがいを持ち安心し

て暮らせるために、高

齢者の健康保持と増進

を図るよう万歩計を配

布し、歩く健康づくり

推進事業、健康に対す

る自覚と認識の高揚を

推進するため健康者表

彰などを計画し、歳入

歳出それぞれ7億2，280

万9千円（前年より2，8

37万2千円増）を計上

いたしました。

支払基金

　交付金
〔477，340）

国・県支出金
（184，892）

繰入金（55，571）

その他（5，006）

医療諸費
〔711，443）

予備費（5，000）

そ　の他
〔6，366〕

　住宅新築資金等の貸

付事業については対象

地域の居住環境の整備

改善のために今日まで、

新築・改築合わせて67

軒分の貸付を行ってま

いりました。平成9年

度については今国会に

法案が提出予定されて

おります「地対財特法」

の改正に伴い、新規の

貸付は行わないことと

なるため本年度からは

貸出金の償還並びに借
入金の償還業務となり

ます。

諸収入（4，388）

繰入金
（2，311）

その他
　〔22）

公債費（6，585）

　
費
　
　
出

金
業
）
　
　
）

資
事
8
5
支
51

宅
付
〔
　
　
（

住
貸
　
　
諸

御正坂上地区の管路工事 農業集落排水 安全で安定した給水を 水道事業

　農業集落排水事業に

ついては、現在9集落

が供用開始をいたし、

順調に稼働しておりま

す。本年度の事業内容

については、御正坂上

地区の管路埋設工事を

予定し、歳入・歳出そ

れぞれ1億3，739万円

（前年比47．0％減）を

計上いたしました。

　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
出
o
o

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
支
a

　
　
　
　
　
県
佗

繰入金
〔112，180）

その他〔210〕

農業集落排
水事業費
（84，435）

公債費（52，954）

予備費
　（1）

収益的収入 収益的支出

営　業　収　益　417，782 営　業　費　用　260，254

営業外収益　　3，251 営業外費用　　103，897
特　別　利　益　　　　1 特別　損　失　　　　1

予　　備　　費　　　200

合　　　計　　421，034 合　　　計　　364，352

資本的収入 資本的支出

一般会計負担金　　　1，200 建設改良費　　68，250

工事負担金　　4，590 企業債償還金　　47，173

合　　　計　　　5，790 合　　　計　　115，423

　水道事業会計については、収益的収入4億2，103万4千円、収

益的支出3億6，435万2千円、差引額5，668万2千円の経常利益と

なる見込みです。また、資本的収入579万円、資本的支出1億1，5

42万3千円で差引不足額1億963万3千円は、当年度分消費税資本
的収支調整額、減債積立金及ぴ過年度分損益勘定留保資金で補て
んします。

（4）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
平
成
九
年
第
一
回
定
例
議
会
が
三
月
四
目
か
ら
十
四

目
ま
で
の
会
期
十
一
目
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
平
成
九
年
度
一
般
会
計
予

算
、
各
特
別
会
計
予
算
、
平
成
八
年
度
補
正
予
算
、
条

例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
二
十
四
議
案
が
上
程
さ
れ
、

本
会
議
・
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。新年度予算など24議案を可決

心
編
鋼
圏
顯
麟
観
顎

●
江
南
町
行
政
手
続
条
例
（
原
案
可
決
）

　
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上
を
図
る
た
め
制
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

●
江
南
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

　
及
び
管
理
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

　
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
母
親
等
の
育
児
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
南
地
区
・
北
地

区
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
の
に
伴
い
、
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。●
江
南
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
；
の
設
置
に
伴

い
、
新
た
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
を
設
置
し
ま
す
。

●
江
南
町
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種

　
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
保
育
所
設
置
及
ぴ
管
理
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
土
曜
日
に
保
育
所
を
閉
園
す
る
こ
と

は
適
切
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
の
指

導
の
も
と
、
第
二
土
曜
日
を
休
日
か
ら

θ
削
除
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
江
南
町
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
九
年
度
江
南
町
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
九
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
九
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
九
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

●
平
成
九
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

●
平
成
九
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

予
算
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
八
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
四
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
四
千
七

百
七
十
一
万
七
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
は
三
十
八
億
五
千
九
百
十
八
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
八
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
一
二
百
八

十
六
万
五
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

は
六
億
四
百
十
三
万
九
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

●
平
成
八
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
一
億
五

千
六
百
七
十
七
万
七
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
は
一
億
二
百
五
十
二
万
六
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

●
江
南
町
議
会
だ
よ
り
発
行
に
関
す
る

条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
医
療
の
改
悪
に
反
対
し
国
民
健
康
保

険
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
請
願
　
　
　
　
（
採
択
）

●
国
民
の
医
療
費
負
担
増
の
医
療
保
険

制
度
「
改
革
」
案
に
反
対
す
る
意
見

書
を
求
め
る
請
願
　
　
（
趣
旨
採
択
）

●
助
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
　
　
（
原
案
可
決
）

●
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
　
（
原
案
可
決
）

●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

（5）



夢催麹欝難灘講嚢畷醜ら　　織・

地震国日本では、いつ、どこで地震に遭うか秀かりません。もし、外出

先で地震に遭ったら一。あなたはすぐに行動できますか。外出先では

どこが危険なのか、身を守るためにはどうすればいいのか。シーン別の

ポイントを参考に、外出先での地震対策を考えておきましょう。

●

℃

・勢街頭で

　街を歩いているとき

に危険なのは、窓ガラ

スやタイルなどの外壁

が落下してくることで

す。強い揺れを感じた

ら、まず、カバンや両

手などで頭を保護して

外壁から離れます。近

くにしっかりしたピルがあればいったんその中に逃

げ込むほうが安全です。

　狭い路地や塀ぎわは、ブロック塀が倒れたり、屋根
かわら

の瓦が落ちてきたりするので、遠ざかりましょう。

纏デパートや劇場で

　たくさんの人が集まる建物のなかでは、地震そのも
　　　へのよりも“パニック”になることが危険です。避難誘

導に従って、落ち着いて行動をとりましょう。避難す

るときは、エレベーターではなく階段を使うこと。階

段や出口に一度に人が押し寄せると、かえって事故の

もとになります。

　棚や陳列ケースが並

ぷデパートでは、商品

が落下したりガラスが

割れて飛び散ったりす

るため、ハンドバッグ

などで頭を守ります。

電車・地下鉄で

　やはり、怖いのはパニックです。地震による脱線は

ほとんどありませんし、地下鉄は震度5以上になると、

停止するようになっています。むしろ、突然ドアが開

いて外に出てしまうことのほうが危険ですから、落ち

着いて係員の指示に従いましょう。

肴海岸で

　一番怖いのは津波で

す。津波警報が出るよ

り早く津波がくること

もあります。揺れを感

じたらすぐに海岸から

離れ、高台などの安全

な場所に避難することです。高台が見つからないとこ

ろでは、できるだけ海から遠い場所まで逃げましょう。

自動車の運転中に

運転中に大きな揺れを感じたら、徐々にスピードを

落とし、道路の左側か空き地に停車します。次にカー

ラジオをつけて地震情報を聞きます。

避難するときは徒歩

で。車は緊急車両の妨

げにならないよう、道

路の左側に止め、キー

はつけたままにしてお

きます。

　外出先で地震に遭ったとき、一番気になるの

は家族の安否です。すぐに電話して安否を確認

したい気持ちは分かりますが、地震直後の電話

は控えてください。

　みんなが電話をかけると電話回線が込み合い、

かえってつながりにくくなります。そのうえ、

消防や警察の連絡網の回線もふさがってしまい、

肝心の救急・消防活動に支障をきたしてしまい

ます。

　電話での安否確認は、少し落ち着いてからす

るようにしましょう。その際、市内より市外へ

の電話のほうがつながりやすいので、遠くにい

る親類縁者を中継点にして、お互いに連絡し合

うとよいでしょう。

（6）



トピツ’7ス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

　3月14日働から16日（日）にかけて、江南

町生け花芸術協会主催による、生け花芸

術展がピピア展示室で開かれました。

　初日には、町長をはじめとして、関係

者によるテープカットが行われ、三日間

にわたって行われた生け花芸術展は、大

変盛況でした。

ω
O
旧
α
o
↑

謹
㌔　明，　　　　　　　’

　町では70歳到達者に医療受給者証・健

康手帳と一緒に万歩計と記録カードを交

付し、歩く健康づくりを推進しています。

今年度は3名のかたが達成され、2月24

日（月）に町長より賞状と記念品が贈られま

した。

　吉田朋信さん（須賀広）は1日平均約

5．8kmで2年11ヶ月と4日、岸あい子さん
（小江川）は1日平均約6．5kmで2年7ケ●P

月と20日、飯塚政子さん（小江川）は1

日平均約6．4kmで2年8ヶ月と6日でそ

れぞれ達成されました。これからも決し

て無理はしないで続けてください。

4月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　。　11　●　16　●21　●26 ㈱光　栄　建　設 36－1052

2　・　7　・　12　●　17　●22　●27 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲松　本　設　備 36－5177

5　●　10　・　15　●　20　・25　・30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
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盤
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艦
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諮
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》
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、
鞭
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　
　
あ
な
た
は
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
か
。
町
で
は
皆
さ
ん

が
元
気
に
楽
し
く
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に

健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ

　
い
ま
す
。

・
い
ろ
な
健
康
づ
く
り
教
室
を
実
施
し
て

　、
、￥

◎
エ
ア

ロ
ピ
ク
ス
や
ウ
ォ
ー
ー
キ
ン
グ
で
．

　
平
成
七
年
八
月
に
江
南
町
住
民
の
三

十
ー
六
十
歳
の
全
住
民
を
対
象
に
日
常

生
活
習
慣
の
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
運

動
不
足
の
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
八
年
三
月
よ

り
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
実
施

し
て
お
り
、
現
在
約
二
十
人
の
人
が
毎

週
火
曜
日
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て

　
い
ま
す
。
　
「
少
し
ス
リ
ム
に
な
っ
た
み

た
い
」
　
「
肩
こ
り
が
少
な
く
な
っ
た
」

　
「
動
く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
も
多
く
出
て
お
り
、
好
評

〉
で
す
。
音
楽
に
あ
わ
せ
て
ダ
ン
ス
す
る

感
覚
で
運
動
不
足
の
解
消
が
で
き
ま
す
。

四
月
か
ら
は
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
運

営
さ
れ
ま
す
の
で
、
や
っ
て
み
た
い
と

思
う
人
は
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

会
員
募
集
中
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
八
年
九
月
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約
六

十
人
の
人
の
参
加
が
あ
り
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
理
論
を
学
習
し
た
後
、
実
際
に

柴
・
千
代
方
面
を
歩
き
ま
し
た
。
教
室

終
了
後
、
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
な
い
で
、

皆
で
歩
こ
う
と
い
っ
た
積
極
的
な
声
が

で
て
、
毎
週
水
曜
日
に
約
二
十
五
人
の

人
が
自
主
的
に
歩
い
て
い
ま
す
。
保
健

セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
て
、
準

備
体
操
を
し
た
後
、
約
一
時
間
ほ
ど
歩

い
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が

ら
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
移

り
ゆ
く
季
節
を
肌
で
感
じ
た
り
、
野
道

に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
草
花
を
見
つ
け
た

り
、
と
て
も
楽
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
毎
週
コ
ー
ス
を
変
え
て
い
る
の

で
、
町
に
長
く
住
ん
で
い
る
人
で
も
知

ら
な
か
っ
た
場
所
も
あ
り
、
改
た
め
て

江
南
町
を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
寒
い
日
や
風
の
強
い
日
で
も
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
人
は
元
気

い
っ
ぱ
い
に
歩
い
て
い
ま
す
。
仲
間
と

い
っ
し
ょ
だ
か
ら
、
楽
し
く
続
け
ら
れ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

、　　　　ア㌔　　　　　、

　
ゴ
ル
フ
大
会
が
江
南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ

　
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
当
日
は
、
強
い
風
の
吹
く
中
で
大
会

　
は
行
わ
れ
、
一
八
六
名
が
参
加
し
て
技

　
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

　
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

　
ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
五
万
八
千
八

　
百
三
十
円
が
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
◎
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

㌔
　
二
月
二
十
三
日
、
第
九
回
江
南
町
民

￥、ア￥、、γ》、》

第
三
位
仲
　
ケ
イ
子
　
　
（
中
央
）

　
　
　
　
　
【
り
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
Q
O

　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
Ω
U
　
　
　
　
・
　
“
乙

　
　
　
　
　
Q
」
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
7

※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス
コ

　
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

▽
ベ
ス
グ
ロ
賞
　
　
　
　
　
ス
コ
ア

　
男
子
　
萩
原
　
聖
一
（
成
　
沢
）
7
5

　
女
子
　
牛
尾
　
昌
子
（
三
　
本
）
91

（8）

○
シ
リ
ー
ズ
の
健
康
づ
く
り
教
室
も

　
お
も
し
ろ
い
！

　
平
成
八
年
十
二
月
よ
り
七
回
に
わ
た

り
、
シ
リ
ー
ズ
の
健
康
づ
く
り
教
室
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
音
楽
に
あ
わ
せ

て
の
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
石
川
雄
一
先
生

の
健
康
づ
く
り
講
演
会
、
歯
を
大
切
に

と
い
っ
た
講
話
や
歯
の
検
診
。
調
理
実

習
で
は
、
若
さ
を
保
つ
た
め
の
食
生
活

や
骨
を
丈
夫
に
す
る
食
生
活
と
い
っ
た

内
容
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
身
近
な
食

材
で
ひ
と
工
夫
す
る
と
こ
ん
な
に
も
味

が
違
う
と
大
変
好
評
で
し
た
。
最
終
回

で
は
、
カ
ラ
ー
リ
ス
ト
を
招
い
て
、
も

っ
と
美
し
く
見
せ
た
い
と
い
う
テ
ー
マ

で
オ
シ
ャ
レ
に
つ
い
て
も
勉
強
し
ま
し

た
。
当
日
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も

取
り
入
れ
参
加
者
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
四
月
か
ら
も
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
や
シ
リ

ー
ズ
の
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
ま
で
。
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町
で
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
よ
り

紙
お
む
つ
の
収
集
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

紙
お
む
つ
は
、
従
来
の
ご
み
と
は
別
に

収
集
し
、
別
の
施
設
で
処
理
い
た
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
出
し
方
な
ど
に
つ

い
て
も
、
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
ヘ
直
接
投

入
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
独
自
の
方
法

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
紙
お
む
つ
を
出
す
際
に

は
、
つ
ぎ
の
方
法
に
よ
っ
て
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
J
A
小
原
支
店
敷
地
内
（
農
村
セ
ン

タ
ー
裏
）

・
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
（
J
A

御
正
支
店
裏
）

・
役
場
敷
地
内
（
保
健
セ
ン
タ
i
裏
）

毎
日
排
出
で
き
ま
す
。

・
お
近
く
の
コ
ン
テ
ナ
設
置
場
所
へ
持

ち
寄
り
、
直
接
投
入

し
て
く
だ
さ
い
。

・
汚
物
を
必
ず
取
り
除

き
、
で
き
る
だ
け
乾

か
し
て
く
だ
さ
い
。

・
透
明
ま
た
は
、
半
透

明
の
袋
（
買
物
袋
可
）

に
入
れ
て
、
口
を
結

ん
で
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

紙
袋
で
は
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
紙
お
む
つ
以
外
の
も

　
の
は
、
絶
対
い
っ
し

　
ょ
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

・
コ
ン
テ
ナ
の
開
け
閉

め
に
気
を
つ
け
、
入

れ
た
後
は
必
ず
フ
タ

を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

※
以
上
の
出
し
か
た

　
（
と
く
に
汚
物
の
取

り
除
き
）
を
守
っ
て

　
い
た
だ
か
な
い
と
、

収
集
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

ξへ

詳
1二

保
健
衛
生
課

智
三
六
－
一
五
二

　
内
線
三
一
一

、最σ
婦
3く＿tl

砦灘

③役場敷地内

　運動公園

江南中学校

ヒア 幼稚園

保育所

国匪匡ヨ

］国□□
町民体育館

「

②農業総合センター
　．＿＿　　　　一｝、一刈

唖．

大沼公園

■

●
●

江南南
小学校 御正駐在所

農協御正支店

●

農業総合センター

農協小原支店1
1

●

農村センター

江
南
北
小
学
校

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 赤城神社

店

①JA小原支店敷地内

　　　　　噂　覧向　　　世　、，　　㎏一唱
、計ご

●P

　
　
三
月
二
日
、
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　
が
町
給
食
セ
ン
タ
i
前
で
行
わ
れ
、
約

　
　
当
日
は
、
3
㎞
と
5
㎞
の
部
に
分
か

　
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い

　
思
い
の
ぺ
ー
ス
で
走
り
全
員
が
み
ご
と

　
に
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
七
十
名
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　　帥τ軸

　
二
月
十
七
日
か
ら
三
月
八
日
ま
で
の

九
日
間
、
柔
道
教
室
が
江
南
町
柔
道
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
新
し
く
柔
道
を
始
め

る
小
学
一
・
二
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、

三
十
名
の
参
加
者
は
、
柔
道
愛
好
会
の

人
た
ち
の
指
導
に
よ
り
、
基
本
か
ら
指

導を

受
け
ま
し
た
。

　
九
日
間
の
教
室
を
通
し
て
柔
道
の
技

だ
け
で
な
く
、
礼
儀
作
法
や
忍
耐
力
も

身
に
つ
け
充
実
し
た
教
室
と
な
り
ま
し

た
。　

教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
剣
道
教

室
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
　
日

駿茄場時
み者費所間

平
成
九
年
四
月
十
六
日
㈱
・

十
九
日
…
田
・
二
十
三
日
㈱
・

二
十
六
日
㈹

　
　
　
　
　
以
上
四
日
間

午
後
七
時
～
八
時
ま
で

江
南
町
民
体
育
館

無
料

小
学
三
～
六
年
生

四
月
十
一
日
働
ま
で
に
、
教

育
委
員
会
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

（9）



1圃辱翼’、1ン7’

　　　②学校教育法による大学院

　　　修士課定終了者について
　　　　は、28歳未満。

受付期間　4月17日から5月23日まで

一次試　6月21日・22日

験（22日は、飛行要員のみ）
問合せ　自衛隊埼玉地方連絡部熊谷

・受付　募集事務所奮22－4855

　　　　固定資産課税台帳の縦覧

　　　固定資産課税台帳の縦覧は、平成
　　　9年度の固定資産税を決める基礎と
　　　なる固定資産の状況や価格を、あな

　　　た自身の目で確かめていただくもの

　　　です。

　　　今年の1月1日現在で町内に固定
　　　資産（土地・家屋・償却資産）をお

　　　持ちのかたは、この機会に課税台帳

　　　をご覧ください。
●日時4月1日㈹一21日（月）

　　　　　　午前8時30分～午後5時
　　　　　　（ただし、土曜日・日曜日

　　　　　　　は除く）

　　　場所役場税務課
　　　問合せ　役場税務課
　　　問合せ　役場税務課固定資産税係

　　　　　　費36－1521内線254

　　　狂犬病予防注射と畜犬登録

　　　平成9年度の狂犬病予防注射と畜
　　　犬登録が行われます。

　　　犬の登録は生涯1回となりました。
　　　ただし、狂犬病予防注射はいままで

　　　どおり毎年必ず受けてください。

℃

日時4月16日㈱
場所9＝30～11＝30三本渡唐神社
　　　13：30～15：00江南町コミュ

　　　　　　　ニティーセンター
日時4月17日休）
場　所　9：30～10：20野原文殊寺

　　　10二40～12100板井研修セン

　　　　　　　ター
　　　13：30～15：00農業総合セン

　　　　　　　ター
日時4月18日㈹
場　所　9：30～11：30くまがや農協

　　　　　　　小原支店
　　　13：30～15＝00江南町役場

費　用　新規登録（1頭）

　　　登録料　　3，000円

　　　注射料　　2，750円

　　　注射済票　　550円

　　　合計6，300円
　　　登録済（1頭）

　　　注射料　　2，750円

　　　注射済票　550円

　　　合計3，300円
　　　当日会場へ持参ください。

※臨時注射

日時5月11日（日）9：30～12：00

場　所　江南町役場

　　　登録料　　3，000円

　　　注射料　　3，750円

　　　注射済票　　550円

　　　合計7，300円
　日曜日の場合は、注射料金が千円

高くなります。

問合せ　保健衛生課　a36－1521

　　　内線311

保険料は便利で有利な前納を

国民年金保険料は、一年分をまと

めて納めることができます。

平成9年4月30日までに、平成9

年4月分から10年3月分までの1年
間の保険料を前納すると割引されま
す。

平成9年4月～平成10年3月
　1ヶ月　12，800円（定額保険料）

　　　　　400円（付加保険料）

前納した場合

　の比較
定額保険料

定額保険料
　　十
付加保険料

月々納めた場合 153，600円 158，400円

前納した場合 149，890円 154，570円

割　引　額 3，710円 3，830円

※口座振替で前納を希望の人は、4

月17日㈲までにご連絡ください。

　　国民年金保険料は

　　　納めましたか

　4月は、　「8年度分』保険料の最

後納期となります。

　8年度分（8年4月分～9年3月
分）の保険料納付書をお持ちの人は、

もう一度お確めのうえ4月30日まで

に納付してください。

　国民年金の保険料を未納のままに

しておくと、不慮の事故や病気で障

害者になったときは障害基礎年金が、

母子家庭になったときは遺族基礎年

金が受けられなくなる場合がありま

す。また、将来、老齢基礎年金が受

けられなくなる場合もあります。
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地球観測センター施設一般公開

　平成9年度科学技術週間の実施に

伴い、地球観測センターでは次のと

おり施設設備の一般公開を行います。

日時4月20日（日）
　　　午前10時～午後4時
内　容　・施設設備公開

　　　・写真パネル展示

　　　・見学記念写真コーナー

　　　・ビデオ映画上映

　　　・宇宙から見た地球

　　　　一実画像生中継一

　　　・インターネット紹介

　　　　・体験コーナー

　　　・宇宙教室
問合せ　地球観測センター

　　　歪蟄0492－98－1200

　　　比企郡鳩山町大橋1401

　なお、当日は東武東上線高坂駅
（西口）、センター間の専用送迎バ

スを運行いたしますので、ご利用く

ださい。

行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。

日時4月22日㈹
　　　午前9時30分から正午まで
場　所　勤労福祉センター

英会話（初級）教室生徒募集

日時5月13日㈹から7月15日㈹
　　　までの毎週火曜日

　　　午後6時30分～8時30分

師
所
料
員
み

　
　
講
　
込

講
場
受
定
申

問合せ

外国人講師（予定）

熊谷福祉センター

10，500円

30名

5月6日㈹午前9時より電
話で受付（ただし、定員に

なり次第締め切ります。）

熊谷福祉センター

2窒21－5421

深谷青年の家

青年スクール生（前期）募集

日時5月23日働～9月12日働
　　　午後7時～午後9時
対象青年（18歳～35歳の県内在
　　　住在勤在学者）及ぴ一般県
　　　民（ただし、高校生は除く）

内 容○火曜コース

　書道⑳・茶道⑳・陶芸⑳・

　バドミントン⑳

　O水曜コース
　初級英会話⑳・華道⑮・調

　理1〔和食〕⑳・ゴルフ⑮

　0金曜コース
　調理II〔洋食〕⑳・着つけ

　⑮・ハーブ＆ポプリ⑳・卓

　球⑳
　※○内は募集人数

買用叙材貨PI肖『ニノハ土’入ノ
場所埼玉県立深谷青年の家ほか
申込み青年は5月7日㈱午後7時
　　　から9日働午後5時までに
　　　教材費を添えて、直接青年

　　　の家へ（先着順）

　　　一般は青年の希望が定員に
　　　満たない場合、5月10日（土）、

　　　11日（日）、12日（月）の午後5時

　　　までに先着順で受付。

問合せ　深谷青年の家　5r71－7548

ホストファミリー募集

　県では、毎年海外から研修員を受

け入れ、技術研修を行うとともに、

県民との交流を通して友好親善を深

める事業を行っごいます。

平成9年度の研修員（国籍メキシ
コ女性35歳、研修先：小原循環器病

センター）について、本年7月から

来年3月までの9ヶ月間、宿泊等の
お世話をしてくださるホストファミσ・

リーを募集しています。宿泊・食費

相当分（月額約9万円）は、県で負

担します。

　詳しいことは、県国際課国際協力

係（姪048－830－2715）までお問い合

わせください。

　自衛隊幹部候補生募集

応募資　日本国箱を有する人で、平

格成10年4月1日現在で次の
　　　条件に該当する人。

　　　①22歳以上26歳未満で、大

　　　　学卒業程度の学力を有す

　　　　る人。
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加
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女
鵬

3月1日現在

12，668人

6，212人

6，456人

3，769世帯

一16人

一10人

一6人
一12世帯

救急出動状況 2　月 累　計

交　　　　　　通 8件 13件

一　般　負　傷 3件 4件

急　　　　　　病 19件 41件

そ　　　の　　　他 3件 10件

合　　　　　　　計 33件 68件
（11）



すこやかさん ⑳登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課盈36－1521へ連絡してください

　　　　　　たくみ
嶋田　　匠ちやん寓
　平成8年5月9日生

両親｛撃み謙柴

　お兄ちゃん、お姉ちゃん

と仲よく毎日を過ごしてい

ます。

　健康で素直な明るい子に

育って欲しいです。

　　　藤　野　あずさちやん＠

［両糠三1日1本

響　　　　はじめまして！ちょっぴ

鞠・畿離奪櫛
　　』飛　　　　っしょにウルトラマンの本
　　・　を見るのが大好きです。
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てふたりのおねえちゃん！

　いたずらしても、おこら

ないでね。おねえ一ちゃん。
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